
感情の理解

快・不快レベル 様々な感情に分化

感情のコントロール

コントロール不可

表現する

最初は恣意的で
無差別的に表現

感情とは我慢・排除するものではなく
うまく付き合っていくものという前提の獲得

複雑な感情の理解

体験と言語を結びつける働きかけ

感情に対する
受け止め方

中立・無感情

陰性感情を持つ自分でもOK
と思える心理的土台

START

基本はリアルの人間関係から
体験的に学ぶ

大人からの教育・SST的アプローチ
専門家による心理教育

年齢があがるにつれ、親や大人以外の相手が表現対象になる

表現スタイルは人それぞれで
その人にあった表現スキルが必要

「泣きたい時は泣いていい」

GOAL

表現することそのものが
コントロールにつながる

社会性の発達と共に表現は意図的・選択的になり
あえて表現しないことも増える

Beingを認める

Doingをほめる

自己の感情を言語的に理解

大人からの
感情のラベリング 社会体験

教育的関与

文学・芸術等を
通した情緒体験

大人からの共感的対応

陰性感情を
肯定される体験

自己肯定感の醸成

感情と共存していく
土台の醸成

自分の気持ちに正直になれる

感情を安全に
抱えられる感覚

大人になだめられて安全に
気持ちが落ち着く体験

感情的ニーズが
満たされる体験

表現することを
促す働きかけ

受け止める
安全基地の存在

感情を表現できる
機会の保障

日常的に感情を取り扱う体験

大人に対する
積極的な表現

自己管理へと移行

様々な表現スキルの獲得

表現できる相手の存在

相手や場を
選んで表現

コーピングスキルの教育

自分や他者の感情を
理解し、尊重しつつ、

適切に表出しながら
対処スキルを活かして
感情と付き合うことが
できる。

感情に対する
肯定的認知

感情の発達をロードマップにしてみた

表現することのメリットの実感「喜びは２倍に、悲しみは半分に」

他者の感情を理解

自己効力感の醸成

理解なくしてコントロールは不可

認知行動療法的な
考え方の獲得

思考が感情を生むことを理解し
思考を変えることで感情を安定させる
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感情の発達をロードマップにしてみた

◇この資料は、子どもの感情の発達のプロセスと、感情の発達を促すために必要な働きかけをまとめたものです。

◇ロードマップは『Dr.STONE』の中で、石神千空がロードマップを作って科学文明の復活を成し遂げるところから着想を
得ました。心理ケア・心理教育・セラピーなどもロードマップ化して整理すると、どの段階でつまずいていて、今、何が
必要なのかが明確化されるのではないか、という発想のもとで作りました。

◇感情の発達をテーマにしたのは、自分で様々な心理教育の素材を作っているものの、個人的には感情を扱う心理教育は
あまり好きになれない部分があります。どうしても言葉だけが上滑りしてしまい、体験や情動が切り離されたリアリティ
のない「お勉強」に感じてしまうことがよくあります。その違和感の正体を突き止めたいと思い、このような形で整理
してみました。面接室で心理教育を行う際は、ロードマップの右側の部分（教育的関与・コーピングスキルの教育）が
中心となりますが、まずは左側の部分がしっかり作られていることが必要であり、その中でも重要なことは「感情と共存
していく土台」であり、この土台が整っていない状態で教育を行っても効果は薄いのではないかと感じます。

◇心理職として、土台を作るために何をするべきか、何ができるか、という考えはまだまとまっていませんが、ただ闇雲に
心理教育を行うのではなく、このロードマップを意識して、面接室で子どもにどう働きかけるのか、どんな言葉をかける
べきかを考え続けたいと思います。

◇なお、これはエビデンスがあるものではなく、何かしらの理論的根拠があるものでもありません。私が様々な子どもと
接する中で経験的に感じてきたことや、自分の子どもがどのように感情と付き合っているのかを観察する中で、きっと
こうだろうと考えてまとめたものです。その点をご理解いただき、ご参照ください。

◇ロードマップ中の「Beingを認める」と「Doingをほめる」については、別資料「褒めるの３段活用～Beingを認めよう」
をご参照ください。

『Dr.STONE』は週刊少年ジャンプで連載されていた漫画で、世界中の人々が謎の光で石化し、数千年後に目覚めた主人公・石神千空が科学の
力で荒廃した世界に文明を復活させる物語です。千空は天才的な科学者で、失われた技術をゼロから再構築するための「ロードマップ」を基
に、万能薬サルファ剤、携帯電話、宇宙船など文明復興に必要なものを作っていきます。ロードマップとは目標達成に向けた計画や戦略を段階
的に示す図やリストのことで、プロジェクトやビジネス戦略において重要な役割を果たすものです。

トリセツ


